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呼 吸 器 感 染 症 に対 す るpazufloxacinの 臨 床 的 検 討

木下正治 ・徳永尚登 ・市川洋一郎 ・大泉耕太郎

久留米大学医学部第一内科*

新 しく開発 されたキ ノロン系経 口抗菌薬,pazunoxacinを 呼吸器感染症患者10例 に投与 し

有効性お よび安全性 について検討を行った。本剤の臨床効果は評価可能症例8例(肺 炎2例,

急性気管支炎1例,気 管支拡張症(感 染時)1例,慢 性気管支炎急性増悪1例,肺 気腫+感 染2

例,陳 旧性肺結核+感 染1例)に ついて検討 され,著 効2例,有 効5例,無 効1例 であった。

細菌学的効果は,喀 痰 より検 出されたHaemphilus influenzae1株 は除菌 されたがStreptococcn3

pnemmiael株 は残存 した。副作用 として1例 に軟便がみ られ,臨 床検査値の異常変動 として

は1例 に好酸球増多 を認めた。
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Pazunoxacin(PZFX)は 富山化学工業株式会社 で創製 さ

れ株式会社 ミドリ十字 と共同開発 されている新 しいキノ

ロン系経 口抗菌薬である。本剤は,既 存 の同系薬剤 に比

べ半減期が短いが高い血中濃度が得 られ1,2),グ ラム陽性

菌およびPsedomonas aeruginosaを 含 むグラム陰性菌 に

対して広範囲な抗菌力を示 し1,3,4),殺菌的に作用する1,5)。

今回我々は呼吸器感染症10例 に本剤 を投与 しその臨床

的有用性 を検討 したので報告する。

1992年3月 か ら1993年4月 までの期 間に,当 科 に

外来受診あるいは入院 した患者のうち,本 剤投与 に対 し

本人の同意の得 られた呼吸器感染症患者 を対象 とした。

疾患別では肺炎2例,急 性気管支炎1例,気 管支拡張症

(感染時)1例,慢 性気管支炎急性増悪1例,肺 気腫+感

染2例,陳 旧性肺結核+感 染1例,気 管支喘息+感 染1

例,PIE症 候群(対 象外疾患)1例 であった。性別 は男性

7例,女 性3例,年 齢は20～69歳 で,感 染症の重症度 は

軽症8例,中 等症2例 であった。これ らの患者に対 して

本剤を1回100mgな い し200mg,1日3回3～14日 間

経口投与 した。

臨床効果 は体温,咳 嗽,喀 痰の量お よび性状 胸部X

線像,白 血球数,CRP,赤 沈値などの改善 を指標 として,

著効(excellent),有 効(good),や や有効(fair),無 効(poor)

の4段 階で判定 し,細 菌学的効果は起炎菌の動向により

判定 した。

本剤の臨床成績 をTable1に 示 した。肺炎 と診断 し,

後にPIE症 候群 とわか り対象外疾患 と判定 した1例(症

例3)と,気 管支喘息+感 染で途中か ら来院 しなかった1

例(症 例10)を 除いた評価可能症例8例 について臨床効

果の判定を行い,著 効2例,有 効5例,無 効1例 であっ

た。疾患別では,肺 炎で著効1例,有 効1例 ,急 性気管

支炎 では1例 有効,気 管支拡 張症(感 染時)で は1例 無

効,慢 性気管支炎急性増悪では1例 有効,肺 気腫+感 染

では2例 有効,陳 旧性肺結核+感 染では1例 著効であ っ

た。無効であ った気管支拡張症(感 染時)の 症例(症 例

5)は 数年 お きに再感 染によ り入院 を繰 り返 している患

者で,本 剤投与前のcefaclor(CCL)1500mg/日 の経 口投

与 お よび本剤 投与 後 のcefpodoxime proxetil(CPDX-PR)

300mg/日 の経口投与 において も無効の症例であった。

起炎菌検索 は全例について行 ったが,起 炎菌の判明 し

たのは4例 で4菌 種(Streptococcus pneumoniae, Haemophi-

lus influnzae, Escherichia coli, Moraxella catarrhalis 各1

株)で あった。症例2(肺 炎)は 喀痰中よ りS.pmmmiae

が検 出され投与7日 後 まで に菌量が3+か ら2+に 減少

したが,14日 投与後で も除菌 には至 らなかった。本剤の

MICは625μg/mlで あった。症例5(気 管支拡張症の無

効症例)のE.coli1株 については投与終了時 に菌検査 を

行 えなかったので細菌学的効果は判定不能 としたが,投

与終了後10日 目の検査で はE(coliの 存在 が認 め られ

た。症例8(肺 気腫+感 染)のM.catarrhalis1株 は投与終

了後喀痰量が少ないため検査で きなかったので判定不能

とした。症例9(陳 旧性肺結核+感 染)よ り検出 された

H.influenzaeは 投与2日 後 に消失 した。

安全性 では,副 作用 として症例2に 投与翌 日より軟便

がみ られたが,軽 度のため処置なしで投与 を継続 した と

ころ5日 後に軽快 している。 また,Table2に 臨床検査

値の推移を示 した。症例5で は本剤投与前 より好酸球数

465/mm3と 高い値 を示 してお り投与終了後1,000/mm3

と2倍 に増加 し,そ の後CPDX-PRを 投 与 して1150/

mm3ま で上昇 している。 これ らの副作用及び臨床検査値

異常変動に関 しては本剤 との関係が考 えられたが,い ず

れ も軽微であった。

PZFXは グラム陽性菌 お よびP.aemginosaを 含む グラ
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Table 1. Clinical results of treatment with pazufloxacin

ND: not detected NT: not tested NF: normal flora

Table 2. Laboratory findings before and after administration of pazufloxacin

1) B: before therapy 2) A: after therapy 3)NT: not tested
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ム陰性菌に対 して広範囲な抗菌 スペク トルを有する化合

物である1,3,4)。今回我々は呼吸器感染症10例 について臨

床的検討 を行 い,評 価 の可 能であった8症 例 について

は,気 管支拡張症(感 染時)1例 が無効であったが,肺 炎

と陳旧性肺結核+感 染でそれぞれ1例 著効であったほ

か,5例 が有効であ り有効率 は7/8と 高い値 を示 した。

また,検 討を行った症例には呼吸器感染症 において原因

菌となる頻度の高いS.pneumoniae, H.influenzae,M.cata-

rrhalisの検出された症例が含 まれていた。これら3例 は

いずれも臨床症状等の改善がみ られ有効 以上の成績で

あったが細菌学的効果 は2株 でのみ明確であ り,H.in-

fluenzaeは消失, S.pnenmoniaeで は減少であった。また,

本剤の特徴 として,既 存の同系薬剤 に比べ半減期が短い

が高い血中濃度が得 られ,そ の後未変化体 としてすみや

かに尿中に排泄 される1,2)ため,臨 床効果が良 く安全性 も

高いことが期待 されるが,今 回の我 々の検討 においては

重篤と考えられる副作用等 もな く,安 全性は高いと思わ

れた。

以上のことか らPZFXは 呼吸器感染症の治療 に際 し安

全性,有 効性 に優れた,有 用な薬剤 と考 えられる。
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Clinical study of pazufloxacin on respiratory infections 

Masaharu Kinoshita, Naoto Tokunaga, Yoichiro Ichikawa and Kotaro Oizumi 
First Department of Internal Medicine, Kurume University School of Medicine 

67 Asahi-machi, Kurume-shi 830, Japan

The efficacy and safety of pazufloxacin, a newly developed quinolone antimicrobial agent, were 

investigated in 10 patients with respiratory tract infections. Of these patients, eight were evaluated 

clinically, and the evaluation was excellent in two, good in five, and poor in one. Of two of pathogens 

isolated from sputum, one strain of Haemophilus influenzae was eradicated, but one strain of Streptococcus 

pneumoniae was not. As a side effect, soft stools were observed in one patient. Elevation of eosinophils was 

observed in clinical laboratory test findings in one patient.


